
考えた装置の構成と特徴 
  (1)4～5個のアクチュエーターなどで、4～5本の杵を上下 
 
  (2)杵1本につき90kgの力で搗く 
 
    (3)臼は18°と36°→ 回転 
 
  (4)臼は回転台の中心から 
   10mmか20mmずらして回転 
 
 
    ①まんべんなく 
    ②強い力で 
    ③効率よく 
     ④捏ねる(搗く) 
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千本杵搗機の構造 上 
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千本杵と臼の位置関係 
 

有限会社MCS、守屋公雄 
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2009～現在  この加工装置 
      (特許5162541号) 
      を用いた新たな加工技術の開発を継続 
 



湿式どうづきそばの
機械を使った実演 
(2009年信州大学農学部公開講座) 



国際的に注目された無製粉湿式どうづき 
粘弾性力学やGABAの論文、Fagopyrum 30:57-62(2013) 



日本より先に、スロベニアの業界紙 Pekarstvo(2013)に掲載!  湿式どうづきの研究 

当時4年生村田さん 
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